
 

 

 

 

 

中学部 学校間交流を行いました  

 

10 月 12 日（木）に、本校中学部 1年生 20名と青山中学校の生徒 58名が本校体育館に集ま

り、グループに分かれてボッチャで交流を行いました。 

 

体育館の入口には、とても華やかな「青山中学校のみなさん ようこそ！ 青山特別支援学校

へ」と書かれたウェルカムボードが飾られました。始まりの会では、ウォーミングアップとして

全員で「愛のしるし」のダンスを踊りました。初めて会った友達もいる中で、恥ずかしそうに踊

る生徒もいれば、とてもノリノリで元気に踊る生徒もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループに分かれた活動では、自己紹介・係決め・ボッチャを行いました。自己紹介では、名

前と好きな食べ物を発表しました。好きな食べ物が同じで、距離が近づいた様子も見られまし

た。係活動では、得点係・ボール渡し係などがあり、１つの係に数人で一緒に取り組みます。同

じ係になった生徒同士で声をかけあったり、教え合ったりしながら、協力してゲームを進行する

姿がたくさん見られました。 
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 ゲームが進んでいくと、どのグループも盛り上がってきて、高得点が入った時に敵・味方関係

なく「おおー！！」と歓声があがったり、拍手が聞こえてきたりしました。しだいに、係活動を

生徒同士で協力する姿も見られました。相手のことを理解して、ボールの渡し方を工夫したり、

得点を計算する人と記入をする人と分担をしたり…。白熱した雰囲気の中でも、一緒に活動する

友達に優しく声をかけたり、頑張っている姿を見守ったりする温かい雰囲気がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後はグループごとに集合写真を撮影しました。始めにはなかったような笑顔で写真を撮るこ

とができました。みんなでポーズを決めて撮るグループもありました。事後学習では、手紙の交

換を行いました。 

短い時間ではありましたが、楽しく過ごしながら、同じ地域で学ぶ友達のことを知ることがで

きる充実した時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆校内の保護者の皆様からの御相談をお受けいたします。 

コーディネーターが御家庭での子育てのお悩みなど、一緒に考え、解決していけるよう御相談

に対応しています。担任を通じてお電話や連絡帳にて、御相談ください。 

  

青山小学校との交流は９月 27 日に行いました。記事は 12 月号に掲載いたします。 


